
しかわら 
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市消防団が観閲式 
市消防団（前田堅団長）の観閲

式が6 月 3 日、観閲者である森田

市長をはじめ、消防団員、消防署

員や来賓など関係者約800人と車

両26台が参加し、菊ケ丘運動公園

を中心に行われました。 

式典に先立ち、人員服装機械器

具を点検、その後分列行進と放水

演習を行いました。引き続き、市

営球場で第一分団によるマトィ振

りの披露があり、式典に入りまし

た。 

本年度の観閲式は、三好地区の

婦人達で結成されている婦人防火

クラブ（開米喜美会長）から30人

の初参加もあり、厳粛な中に華い

だ一面が感じられました。 

運動会たけなわ 
運動会シーズンに入った 6 月 2 日、栄小学校な

ど11校で運動会が行われ、いろいろな種目に熱戦

が繰りひろげられました。 

この日は、時折り冷たい風が吹いたり、小雨が

パラつくなどの空模様でしたが、子供たちは元気

に走り、父母たちも一生懸命声援を送っていまし

た。 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
後
で
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

新
鮮
な
安
い
野
菜
や

魚
を
み
な
さ
ん
の
食
卓

に
供
給
し
よ
う
と
い
う

恒
例
の
朝
市
が
六
月
五

日
、
市
役
所
前
お
祭
り

広
場
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
 

オ
ー
ブ
ン
初
日
の
ー
ー
 

の
日
、
野
菜
や
魚
な
ど

を
積
ん
だ
車
や
リ
ヤ
カ
 

ー
二
十
五
台
が
参
集
、
 

多
く
の
市
民
が
買
い
求

め
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
朝
市
は
、
十
一

月
三
十
日
ま
で
毎
朝
四

時
か
ら
七
時
ま
で
開
か

れ
ま
す
。
 朝

市

オ
ー
プ

ン
 

昭和60 年 

No.593 
わたくしたちの先人は、不捜不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

hげました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります。 
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る
五
閉
棚
鳳
嗣
署
 

ぎ
レ
て
 

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一
」
 

れ
の
早
期
完
成
を
要
望
す
る
も

の
で
、
こ
の
橋
が
完
成
す
る
と
、
 

西
郡
と
の
交
流
が
よ
り
円
滑
に

な
り
ま
す
。
 

3
・
3
・
 
 1
田
川

5

三
 

ッ
屋
線
立
体
交
差
事
業
 

駅
東
部
を
走
る
都
市
計

画
街
路
3

?
3
・
1
号
は
、
 

既
に
県
道
福
山
ー
五
所
川

原
線
の
鎌
谷
町
か
ら
津
軽

鉄
道
ま
で
の
区
間
が
完
成

し
、
供
用
さ
れ
て
い
る
市

の
道
路
網
上
、
大
変
重
要

な
路
線
で
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
路
線
は

現
在
、
国
道
三
三
九
号
と

接
続
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
 

そ
の
機
能
が
ほ
と
ん
ど
果

た
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

そ
こ
で
、
津
軽
鉄
道
と
の
交

差
部
を
立
体
交
差
化
し
、

国
道
 

日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
 

動
車
道
の
建
設
促
進
 

西
北
地
域
は
、
高
速
交
通
網

整
備
の
立
ち
遅
れ
か
ら
、
人
口

の
減
少
、
過
疎
化
現
象
が
進
行

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
三
全
総
の
全
国

幹
線
交
通
体
系
構
想
で
明
示
さ

れ
た
日
本
海
沿
岸
縦
貫
自
動
車

道
を
、
最
優
先
で
国
の
第
九
次

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
高
規

格
幹
線
道
路
網
計
画
に
組
み
入

れ
、
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
 

そ
の
ル
ー
ト
は
、
県
内
に
お

い

て
も
日
本
海
沿
岸
を
通
り
、
本

市
を
経
て
終
点
を
青
森
市
ま
で

と
す
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で

す
。
 

な
お
、
着
工
に
あ
た
っ
て
は
、
 

青
森
ー
五
所
川
原
間
を
優
先
着

工
さ
れ
る
よ
う
併
せ
て
要
望
す

る
も
の
で
す
。
 

五所川原大橋の建設現場 

き
か
け
て
き
ま
し
た
。
 

本
号
で
は
、
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
十
一
 

介
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
は
、
西
北
津
軽
の
要
で
あ
り
、
ニ
＋
一
世
紀
に

向
け
て
本
市
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
 

今
後
、
西
北
津
軽
の
中
心
都
市
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
充
実

し
て
い
く
た
め
に
は
、
産
業
基
盤
や
生
活
環
境
施
設
な
ど

の
整

備
が

一
層
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
市
は
昭
和
六
＋

一
年
度
に
お
け
る
市
の
重
点
事

業
を
と
り
ま
と
め
、
関
係
方
面
に
そ
の
促
進
や
採
択
を
強
く
働
 

木村龍麿さん 

「現
在
の
行
革
一

辺
倒
の
中
で
の
街
づ

く
り
は
、
全
く
大
変

で
す
ね
。
 

そ
れ
だ
け
に
、
昭
 

和
六
十
年
度
の
当
初

予
算
で
、
五
所
川
原

大
橋
に
事
業
費
と
し

て
三
億
七
千
二
百
万

円
、
国
道
三
三
九
号
 

リ
」
 

五
所
川
原
ー
鶴
田
間
 

‘

斗
ド
斗

F
斗
ド
斗
ト

》
uド
斗
ド

斗
下

斗
ト

L
・、

、
二
、と
・、

、二
 

バ
イ
パ
ス
に
、
よ
う
や
く
調

査
費
と
し
て
一
千
二
百
万
円

が
措
置
さ
れ
た
こ
と
を
大
い

に
喜
ん
で
い
ま
す
。
 

今
、
会
議
所
は
、
市
と
協

力
し
て
四
年
が
か
り
で
策
定

し
た
「
駅
前
再
開
発
計
画
」
 

と
「
商
店
街
再
開
発
計
画
」
 

を
具
体
化
す
る
事
業
に
着
手

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

駅
前
や
商
店
街
を
、

住
民

が
よ
り
多
く
楽
し
く
集
う
環

境
に

つ
く
り
直
し
て
、
五
所

川
原
を
「
西
北
五
住
民
の
暮

ら
し
の
広
場
」
 
に
築き
上
げ

よ
う
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
 

ま
こ
と
に
大
事
業
な
ん
で
す
。
 

五
所
川
原
大
橋
建
設

事
業
 

現
在
、
本
市
の
市
街
地
と
西

郡
を
結
ぶ
橋
は
、
乾
橋
一
本
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
 

通
過
交
通
量
の
増
加
に
対
処
し

き
れ
ず
、
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
 

特
に
駅
前
再
開
発
は
、
会
議

所
と
し
て
は
、
商
業
だ
け
で

な
く
五
所
川
原
活
性
化
の
源

動
力
に
な
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
 

市
も
行
革
の
中
で
大
変
で

し
ょ
う
が
、
二
十
一
世
紀
の

五
所
川
原
は
こ
こ
か

ら
始
ま

る
と
の
認
識
で
、
計
画
実
施

の
指
導
的
役
割
を

担
う
市
当

局
の
積
極
的
な
取
組
み
を

切

望
し
て
い
ま
す
。
」
 
五
所

川
原
商
工
会
議
所
専
務
理
事

の
木
村
龍
麿
さ
ん
は
、

こ
の

よ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 
 

の
振
興
に
ブ
レ

ー
キ
と
な
っ
て

い
る
の
が
実
情
で
す
。
 

そ
こ
で
、
乾
橋
上
流
約
ー
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
橋
を
建

設
し
、
交
通
渋
滞
を
緩
和
し
よ

う
と
昭
和
五
十
四
年
度
か
ら
こ

の
事
業

（
県
が
実
施
）
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
の
早

期
完
成
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

津
軽
北
部
地
区
広
域

農
道
整
備
事
業
 

五所川原の活性化にむけて 

件
を
簡
単

に
ご
紹
 

を
き
た
し
、
市
民
の
み
な
ら
ず
、
 

西
北
地
域
住
民
の
生
活
や
産
業
 

こ
の
事
業
は
、
本
市
か
ら
木

造
町
な
ど
を
経
て
車
力
村
に
至

る
、
延
長
約
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
広
域
農
道
を
整
備
す
る
も

の
で
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら

事
業

（
県
が
実
施
）
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
、
市
内
田
川
と
木
造

町

芦
屋
間
の
岩
木
川
に
、
橋
（
新

津
軽
大
橋
）
を
建
設
す
る
工
事
 

三
三
九
号
に
至
る
ま
で
の
区
間

を
早
期
に
整
備

（
市
が
実
施
）
 

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
 

回
 



国
道
三
三
九

号
五
所

川
原
、
鶴
田

間
バ
イ

パ
ス
の
建
設
 

国
道
三
三
九
号
は
、

藤
崎
町

か
ら
本
市
を
経
由
し
、

小
泊
村

方
面
に
至
る
津
軽

地
方
の
基
幹

道
路
で
す
が
、

道
幅
が
狭
く
カ
 

ー
ブ
も
多
い
。

ま
た
、
市
内
湊

の
国
鉄
五
能
線

e
高
架
橋
で
は
、
 

そ
の
下
を
通
行
で
き
る
高
さ
が

制
限
さ
れ
て
い
る

た
め
、
交
通

渋
滞
を
心
き
お
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
 

こ
の
路
線
は
、
藤
崎
町
か
ら

鶴
田
町
ま
で
は
、

既
に
バ
イ
パ

ス
が
完
成
も
し

く
は
工
事
施
行

中
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
 

五
所
川
原
ー
鶴
田
間
の
バ
イ
パ

ス
を
早
期
に
着
工
し
、
実
現
す

る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で

す
。
 

潮江業団地への工業用水の確保 

企業誘致を推進していく うえでの重要な

前提条件のーつに、良質の工業用水を安定

的に供給できることがあげられます。 

このため、県団地である漆川工業団地へ

の工業用水の確保を県へ要望するものです。 

市
の
事
業
の
中
で
、

事
業
の
完
成

の
メ
ド
が
立
っ
て
い
る
も
の

や
順
調
に
計
画
ど
お
り
進
ん
で

い
る
事
業
、
例
え
ば
新
生
大
橋
（
 

立
体
交
差
）
の
建
設
、

公
共
下
水
道
な
ど

は
ふ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
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三
好
地
区
の
水
田

は
、
ほ
場
整
備
は
ほ

ぽ
完
成
し
て
い
ま
す

が
、
従
来
か

ら
農
業

用
水
が
不
足
し
、
耕

作
に
支
障
を
き
た
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
地
区

へ
農
業
用
水
を
供
給

す
る
用
水
路
が
、
本

市
の
市
街
地
を
縦
貫

し
て
い
る
こ
と
や
市
 

下
水
道
が
未
完
成
な
こ
と
か
ら
、
 

こ
の
用
水
路
に
生
活
雑
排
水
が

混
入
。
 

国
は
現
在
、
平
川
水
系
に
属

す
る
水
田
へ
の
農
業
用
水
の
安

定
供
給
と
汚
染
防
止
を
図
る
た

め
に
、
早
瀬
野
ダ
ム
（
大
鰐
町
）
 

か
ら
三
好
地
区
に
至
る
ま
で
の

か
ん
が

い
排
水
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
が
、

こ
れ
の
早
期
完
成

を
要
望
す
る
も

の
で
す
。
 

米
穀
の
政
府
買
入
類

別
の
編
入
 

現
在
、
三
好
、
中
川
、
飯
詰
、
 

毘
沙
門
長
富
の
各
地
区
は
、
米

穀
の
政
府
買
入
類
別
で

は
四
類

地
区
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
三
類
地
区
に
編
入
す
る
よ

う
要
望
す
る
も
の
で
す
。
 

(
 

（仮
）
青
森
地
域

開
発
事
業
団
の

設
立
 

西
北
五
地
域
は
、
七

里
長
浜
港
の
早
期
完
成

と
そ
の
背
後
地
の
開
発
、
 

青
森
地
域
テ
ク

ノ
ポ
リ

ス
の
促
進
、
漆
川
工
業

団
地
へ
の
工
業
用
水
の

確
保
、
さ
ら
に
は
学
術

研
究
機
関
の
整
備
な
ど

重
要
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
を
早
期
に
実

現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
 

強
力
な
推
進
体
制
が
必

要
で
、
県
に

（
仮
）
青
森
県
地

域
開
発
事
業
団
の
設
立
を
要
望

す
る
も
の
で
す
。
 

南
部
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
 

こ
の
事
業
は
、
南
部
地
区
（
八

重
菊
、
下
り
枝
、
湊
、
姥
落
の

各
一
部
）
の
将
来
の
市
街
化
に

備
え
、
道
路
、
公
園
な
ど
の
公

共
施
設
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
快

適
な
居
住
環
境
の
形
成
を
図
る

た
め
に
、
昭
和
五
十
六
年
度
に

着
手
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
れ

の
早
期
完
成
を
め
ざ
す
も
の
で

す
。
 

十
川
は
、
上
流

部
の
改
修
に
よ
っ

て
流
下
時
間
が
短

縮
さ
れ
、
降
雨
時

に
は
、
流
水
量
が

極
め
て
短
時
間
で

増
加
し
ま
す
。
 

一
方
、
旧
十
川

は
松
野
木
川
、
飯

詰
川
、
小
田
川
や

金
木
川
が
流
入
し
 

ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
河
川
は

一

部
改
修
を
終
え
て
い
る
こ
と
も
 
 

あ
っ
て
、
こ
れ
も
ま
た
降
雨
時

に
は
、
極
め
て
短
時
間
で
流
水

量
が
増
加
。
 

さ
ら
に
十
川
、
旧
十
川
と
も
、
 

合
流
す
る
岩
木
川
の
河
床
が
高

く
、
両
河
川

へ
の
逆
流
な
ど
が

あ
る
た
め
、
市
民
は
堤
防
の
決

壊
や
溢
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
上
流
部
の
改

修

と
併
行
し
て
、
下
流
部
の
早
期

改
修
を
県
へ
要
望
す
る
も
の
で

す
。
 

平川地区かんがい排水事業 

十川・旧十川改修事業 
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「市政懇談会」を開催します 

昭和60年度の「市政懇談会」を 7月 2日（火）から12日 

（金）までの間に、市内10会場で次の日程で開きます。 

「市政懇談会」 には市側から市長以下三役をはじめ、関

係部課（かい）長が出席します。そしてそれぞれの地域の

問題点や、ご意見ご要望を拝聴し、市政に反映させようと

するものです。 

どなたでもお気軽においで下さい。 

懇談会の日程は次のとおりです。 

月 	日 時 	間 場 	 所 参集地区 

7月 2日 
午前 9時30分 コミュニテイセンター三好 三 好 地 区 

午後 1時30分 コミュニテイセンター中川 中 川 地 区 

7月 3日 
午前 9時30分 毘沙 門 集 会 所 毘沙門地区 

午後I時30分 コミュニテイセンタ 飯詰 飯 詰 地 区 

7月 4日 
午前 9時30分 コミュニテイセンター栄 栄 地 区 

午後I時30分 梅沢地区研修センター 梅沢 地区 

7月 5日 ク コミュ二テイセンター長橋 長 橋 地 区 

7月10日 ク コミュニテイセンター七和 七 和 地 区 

7月11日 ク コミュニテイセンター松島 松 島 地 区 

7月12日 り 市 民 文 化 会 館 ii所川原地区 

『
 
松
 
“
 

挨拶を述べる北村知事 

A
 、、三ぷ 

事業促進を要望する森田市長 

糧
糞
夢
錯
諭
 

市
職
員
を
募
集
し
ま
す
 

市
は
、
去
る
五
月
十
六
日
、
 

青
森
市
内
の
ホ
テ
ル
に

北
村
知

事
を
は
じ
め
、
山
内
、
山
田
両

副
知
事
や
県
の
関

係
部
長
な
ど

を
招
い
て
、
市
の
六
十
一
年
度

重
点
事
業
の
説
明
会
を
開
催
し
、
 

事
業
の
促
進
や
採
択
を
強
く
要

望
し
ま
し
た
。
 

説
明
会
で
は
、
ま
ず
森
田
市

長
が
 
「要
望
の
事
業
は
、

い
ず

れ
も
本
市
発
展
の
基
礎
と
な
る

必
要
不
可
欠
な
も
の
ば
か
り
で

す
。
県
の
特
段
の
ご
高
配
を
お

願

い
し
ま
す
」
と
、
ま
た
、
北

村
知
事
が
「

五
所
川
原
市
が
、
 

西
北
地
域
の
中
心
都
市
と
し

て

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
今
後
一
層
そ
の
機
能
を
充

実
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
」
 
 

と
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。
 

引
き
続
き
吉
岡
助
役
が
要
望

事
業
の
内
容
を
説
明
。
こ
の
後

県
の
関
係
部
長
か
ら
各
事
業
に

つ
い
て
回
答
が
あ
り
、
最
後
に

北
村
知
事
が
「

こ
れ
ら
の
事
業

が
で
き
る
だ
け
促
進
さ
れ
る
よ

う
、
国
に
働
き
か
け
て
ま
い
り

た
い
」
と
総
括
し
、
説
明
会
を

終
了
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
は
県
首
脳
部

へ
の

説
明
を
行
っ
た
十
六
日
の
午
後

に
は
、
地
元
選
出
の
櫛
引
、
成

田
両
県
議
、
十
七
日
に
は
商
工

会
議
所
な
ど
の
経
済
団
体
、
さ

ら
に
二
十
一
日
に
は
、
国
・
県

出
先
機
関
に
対
す
る
説
明
会
を

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
 

工
事
期
間
中
は
、
何
か
と
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
場
合
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

▽
工
事
期
間
 
六

月
上
旬
ー
七

月
下
旬
頃
 

お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
都
市

建
設
課
（
合
⑩

二
一

一
一
番

内
線
二
九

一
番
）
 

ま
た
は
市
土
地

開
発
公
社

（廿

⑩
二
一

一
一
番

内
線
三
五
七
番

）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

▽
受
験
申
込
書

受
付
期
間

六
月
二
十

日

（
木
）
か

ら
七
月
十
三

日
（
土
）ま
で

▽
第
一
次
試
験

日
 八

月
二
十

五
日
（
日
）
 

▽
試
験
職
種
と

採
用
人
員

①
上
級
行

政
職

若
干
名
 

②
初
級
行
政
職
 

若
干
名
 

③
労
務
職
 

若
干
名
 

④
看
護
婦
、

助
産
婦
 
若
干
名

▽
受
験
資
格
 

①
上
級
行
政
職
 

年
令
 
昭
和
二
十
五
年

四
月

二
日
か
ら
同
三
十
八
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
 

学
歴
 
四
年
制
大
学
を

卒
業

し
た
人
 

住
所
 
昭
和
六
十
年
三
月
三

十
一
日
以
前
か
ら
五
所

川
原
市
に
住
所
を
有
す

る
人
 

②
初
級
行
政
職
 

年
令
 
上
級
行
政
職
に
同
じ

学
歴
 
高
校
ま
た
は
短
大
を

卒
業
し
た
人
 

住
所
 
上
級
行
政
職
に
同
じ
 
 

③
労
務
職
 

年
令
 
昭
和
二
十
年
四
月
一
】
 

日
か
ら
昭
和
四
＋
五
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
 

学
歴
 
中
学
校
卒
業
以
上
の

学
歴
を
有
す
る
人
 

住
所
 
上
級
行
政
職
に
同
じ

④
看
護
婦
、
助
産
婦
 

年
令
 
昭
和
三
十
年
四
月
一
一
 

日
以
後
に
生
ま
れ
た
人

資
格
 
看
護
婦
、
助
産
婦
ま
 

た
は
准
看
護
婦

の
免
許
 

証
を
取
得
し
て
い
る
人

▽
受
験
手
続
 

申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
市

人
事
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
申込
書
は
、
人
事
課
に
あ

り

ま
す
。）
 

▽
採
用
予
定
年
月
 

昭
和
六
十
年
十
月
以
降

▽
そ
の
他
 

①
 
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求

さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
七
十

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記

の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。
 

②
 
郵
送
に
よ
る
申
込
書
の
提

出
は
、
七
月
十
三
日
ま
で
の

消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
受

付
け
し
ま
す
。
 

▽
間
い
合
わ
せ
先
 

市
人
事
課

（か
⑩
二
一

一
一

番
 
内
線
三
一
一

ー
三

一
三
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

ご
協
力
の
お
願
い
 

市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
漆
川
工
業
団
地
の
造
成
工

事

を
実
施
し
ま
す
。
 



平川のえん堤が一部決壊 

新頭首工で緊急処置― 

本
市
の
三

好
地
区
な
ど

の
水
田
に
、
 

用
水
を
供
給

す
る
五
所
川

原
堰
の
取
水

源
で
あ
る
平

川
（
藤
崎
町
）
 

で
六
月
二
日
、
 

頭
首
工
の
え

ん
堤
が

一
部

決
壊
し
、
同

頭
首
工
か
ら

取
水
し
て
い

る
五
所
川
原
 

堰
、
枝
川
鶴
 

防
犯
灯
な
ど
を

寄
贈
 

東
北
電
力
開
五
所
川
原
営
業

所
（
白
取
正
男
所
長
）
で
は
五
 目録を渡される山本さん 

両
堰
に
か
ん

水
で
き
る
よ
 

・

フ
に
な
り
ま

し
た
。
 

今
後
、
夏

場
の
渇
水
期

に
水
不
足
を

き
た
さ
な
い

よ
う
、
北
部

土
地
改
良
区

で
は
、
え
ん

堤
の
復
旧
を

急
ぐ
た
め
に

関
係
方
面
に

協
力
を
要
請

し
て
い
ま
す
。
 

ト
ド
松
の
苗
木

を
寄
贈
 

脚
美
秀
園
社
長
の
三
浦
与
四

郎
さ
ん
は
五
月
二
十
四
日
、
市

役
所
を
訪
れ
、
市
の
公
共
施
設

等
へ
植
樹
し
、

環
境
の
緑
化
を

図
っ
て
く
だ
さ

い
と
ト
ド
松
の

苗
木
一
千
本
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
 

市
で
は
、
こ
れ
を
小
・
中
学

校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
 

図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設

の
敷

地
内
に
植
樹
し
、
環
境
の
緑
化

に
役
立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
 

お
は
よ
う

運
動
展
開
 

五
所
川
原
青
年
会
議
所
で
は
、
 

朝
の
挨
拶
を
通
じ
て
、
子
供
た

ち
ゃ
地
域
の
方

々
が
交
流
を
深

め
、
“
明
る
く
豊
か
な
社
会
を
創

ろ
う
〈
と
お
は
よ
う
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
は
、
当
面
五
所
川

原
小
、
南
小
、
中
央
小
の
三
校

の
通
学
路
を
モ
デ
ル
地
区
に
設

定
。
運
動
期
間
は
、
六
月
十
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
夏
休
み
に

入
る
ま
で
の
約
五
十
日
間
で
す
。
 

同
青
年
会
議
所
で
は
、
将
来

は
こ
れ
を
全
市
的
に
盛
り
上
げ
、
 

五
所
川
原
を
よ
り
住
み
や
す
い

街
に
し
よ
う
と
張
り
き
っ
て
い

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

目録を渡される三浦さん 

犬
の
放
し
飼
い
は
 

や
め
ま
し
よ

う
 

五
所
川
原
市

・
五
所
川
原
保
健
所
 

  

平川の現場を視察する森田市長 

 

/
 

 

  

市行政改革推進本部を設置 

市では、厳しい財政事情の下で、多様化する行

政需要に対応しながら、地域の活性化と市民福

祉の増進を進めるために、森田市長を本部長と

する「五所川原市行政改革推進本部」を設置、 

行政改革を推進していくことになりました。 

同推進本部は、市長以下三役と各部長など合

わせて18人で構成。今後、随時本部会議を開催し、 

行革の検討項目や資料の作成などを行った後、 

行政改革大綱を策定することになっています。 

図四図 

   

日 園 月 Eu ■国国 

   

したがって、今年度の成人式は、昭和61年 1月15 

日となります。 

（担当 市教育委員会社会教育課廿国2111番 内 

線250番） 

本市の成人式は、例年 8 月の盆中に開催してきま 

したが、交通並びに会場の事情もよくなりましたの 

で、国で定めている祝日 「成人の日」 の 1月15日に 

開催することになりました。 
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田
堰
の
用
水
が

一
時
ス
ト
ッ
ブ

し
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
農
家
か
ら
対
策

を
促
す
電
話
が
、
同
堰
ゃ
え
ん

堤
を
管
理
し

て
い
る
北
部
土
地

改
良
区
に
殺
倒
。
 

東
北
地
方
建
設
局
青
森
工
事

事
務
所
と
東
北
農
政
局
平
川
農

業
水
利
事
業
所
は

三
日
、
協
議

の
う
え
、
現
場
か
ら
約
五
百
メ
 

ー
ト
ル
下
流
に
あ
る
新
五
所
川

原
頭
首
工
の
水
門
を
閉
め
る
緊

急
処
置
を
講
じ
ま
し
た
。
 

こ
の
結
果
、
四
日
ま
で
に
は
、
 

ほ
ぼ
決
壊
す
る
前
の
水
位
に
戻

り
、
五
所
川
原
堰
、
枝
川
鶴
田
 

月
二
十
七
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、
 

明
る
い
街
づ
く
り
に
と
防
犯
灯

十
基
、
電
磁
調
理
器

一
台
を
そ

れ
ぞ
れ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
同
営
業
所
で
は
「
一

日
営
業
所
長
」
の
委
嘱
が
行
わ

れ
、
こ
れ
に
委
嘱
さ
れ
た
五
所

川
原
料
理
学
院
の
山
本
淳
院
長

を
は
じ
め
、
白
取
所
長
、
神
義

一
営
業
課
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
 

森
田
市
長
に
目
録
を
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
 

市
で
は
、
防
犯
灯
に

つ
い
て

は
設
置
箇
所
を
調
査
の
う
え
、
 

ま
た
電
磁
調
理
器
は
老
人
ホ

ー
 

ム
く
る
み
園
に
備
え
付
け
、
そ

れ
ぞ
れ
役
立
て
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
 



お間い合わせは、市衛生課予防衛生係（云⑩2111番 内

線268・272番）へどうぞ。 

子宮がん・乳がん・甲状腺の検診 
ン対象者 30歳以上の婦人（昭和30年 7 月31目までに’1 まれた

方‘ 
レ受付期間 7 月 1日から 7 月10日まで（ただし、日曜日を除

く。） 

レ申し込み方法 市衛生課、市役所支所または保健協力員に、 

住所、氏名、年令、世帯主氏名、電話番号等を添えてお申し

込みください。 

ン検診場所 市保健センター 

レ受診者の負担 国保の加入者は400円（市補且カ2,750円）、その他

の保険の加入者は1,500円（ただし、70歳以 Lの方、生活保護
世帯の方、市民税非課税世帯の方は無料ですが、受診の際に

その証明書を提出してくださ t、 

レ持参するもの 検診当日は保険証、健康手帳 (40歳以 Lの方

のみ）、バスタオルを持参してください。 

くわしいことは、市衛生課予防衛生係（廿⑩2l1l番 内線27 
2番）へどうぞ。 
※当U 都合の悪い方は、他地区で受診することもできます。 

離乳食教室へどうぞ 
レ日時 7 月10日（水）午前 9時30分～12時 

レ場所 市保健センター 

レ料金 無料 

ン対象者 生後 4- 6 カ月の赤ちゃんのいるお母さん、ま 

たは妊婦さん（定員20人） 

レ申し込み期間 6 月15日（土）-6月29日（土） 

お申し込みは、市衛生課予防衛生係（廿⑩2l1l番 内線 

268番）へどうぞ。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健セノタ 

）受付時間 午後1時～ 1時30分 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日きれいに洗った 

小ビンに尿を入れてお持ちください。 

※注意 6 カ月児の健康相談の際に、神経芽細胞腫（小児 

がん）の検査セットを配布しますので、ぜひおいでくだ 

さるようお願いします。ただし、病気療養中（特に伝染 

性の病気）のか子さんは、ご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 ‘ 期 	日 内 容 

3 力 月 児 昭和60年 3 月生 7 月 9 H（火） 健康診査 

6 カ 月 児 昭和59年12月生 7 月16日（火） 健康相談 

1 	歳 	児 昭和59年 6 月生 7 月22日（月） 健康相談 

1歳 6 カH児 昭和59年1月生 7 月23日（火） 健康診査 

3 	歳 	児 昭和57年 3 月生 7 月18日（木） 健康診査 

検 	診 	月 	II 」也 	区 	名 に H時間 

8 月 7 HI水】～一 9 III金三 
松若
 
島
葉
 
町
を
 
を

除
 
除

く
 

綿
蟹
 

午後12U寺30分 
~1日寺30分 

8 I I2IH(*-23Il(1l 
三
毘
長
飯
栄

好
沙橋
詰
く
 
門
 

み
 
長
 

り
 
富
 
町
 

ど
 
を
 
含
 
む
 

 101] 9「 lMく 旧市内 

101] 16F..1]'i<---18日H1 旧市内 

※松島町、 	は旧市内に含んでいます。 

昭和60年（1985年） 6 月15日 
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結核検診を受けましょう 
地区保健協力員を通じ、受診票を配布します。それに記

入のうえご持参ください。受診票は、検診車にも準備して

あります。詳しいことは市衛生課（廿⑩21il番 内線272 
番）へどうぞ。 

月日 場 所 時 	間 

6
月

2
5H
（
火）
 
 

朝日興隆 婦人ホーム前 9 : 30- 9 : 50 
飯 	詰 秋元商店前 10: 00-lO : 30 

飯詰支所前 10: 40-li :10 
新岡兵三宅前 
下岩崎集会所前 

ii: 20-li : 50 
13: 20-13 : 50 

浜舘長左エ門宅前 14 : 00-14 : 20 
野宮義造宅前 14: 30-15 : 00 

6
月

2
6H
（
水
）
 

 

三ッ屋 坂本甚作宅前 9: 30-i0 : 00 
猫 	測 猫測集会所前 10: iO-l0 : 40 
姥 	蓮 姥芯集会所前 10: 50-li : 20 
稲 	実 消防屯所前 ii: 30-12 : 00 
広 	田 ー戸淳一宅前 

鳴海謙・宅前 
13: 20- 13 : 50 
14: 00-i4 : 30 

七 ッ 館 大原酒店前 14 : 40-iS : 00 
七ッ館小学校前 15 :10-15 : 30 

浅 	井 秋田重勝宅前 15 : 40-i6 : 00 

6
月

2
7日

（
木
）
 

 

旭 	町 斉勝駐車場 9 : 30-b0: 00 
大 	町 国鉄五所川原駅前 10: 10-b0: 40 
布屋町 西北中央病院前 10: 50-il : 20 
柳 	町 
岩木町 

保健センタ 裏
市民文化会館前 

ii: 30-12 : 00 
13: 20-13 : 50 

小 	曲 小曲集会所前 14 : 00-14 : 30 
工藤勲宅前 14 : 40-15 :10 

6
月

2
8H
（
金）
 
 

石 	岡 寺田武道宅前 9: 30- 9 : 50 
二本柳 寺田時雄宅前 10: 00-lO : 20 
唐笠柳 小山内光春宅前 10: 30-b0: 50 
水野尾 水野尾集会所前 11: 00-li : 20 
富 	析 
みどり町 

太田寛蔵宅前 
コミュニテイセンタ 栄 

ii: 30-il : 50 
13: 30-14 :10 

梅 	田 成田理容所前 14: 20-14 : 40 
梅沢支所前 14: 50-15 : 20 

中 	泉 中泉集会所前 15 : 30-16 : 00 
※日程表にない地区については、 9 月に実施いたしますの 
で、改めてその月日等を掲載します。 

※受診は、都合の良い場所でできます。 

ツ反・BCG接種 
お子さんの健康を守るために、ぜひ接種を受けさせましょ 

＞対象 生後 6 カ月から48カ月までの乳幼児（ただし、いま 

までにBCGの接種を受けた乳幼児は除きます。） 

レ受付時間 午後1時～ 1時30分 

ン場所 市保健センター 

）料金 無料 

レ注意すること 

① 母子健康手帳を必ず持参してください。 

② 当日の朝、必ず体温を計ってきてください。 

③ お子さんの体質を良く知っている方がお連れください。 

地 	区 	名 ノ 	反 B 	C 	G 
五小学区、毘沙門地区 7 月 2 目一（火） 7 月 4「~（木） 

南小学区、 汝子地区 7 月 3 日（水） 7 月 5 日（金） 

松島町、 松島地区 7 月10日（水） 7 月12日（金） 

みどり町、中川地区 7 月17日（水） 7 月19日（金） 

栄 ー 長 橋 地 区 7 月24日（水） 7 月26日（金） 

飯詰・梅沢‘ L和地区 7 月30日（火） 8 月I日（木） 

再 	ッ 	反 9 月 3 日（火） 9 月 5 日（木） 

ノ
・
 



母
子
家
庭
等
の
児

童
に
医
療

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
 

▽
対
象
者
 
児
童

の
疾
病
や
 

請
す
る
方
は
、
健
康
保
険

負
傷
に
よ
り
、
各
社
会
保
 

証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
 

険
法

（
国
保
も
含
む
）
の
 

だ
さ
い
。
 

規
定
に
基
づ
き
医
療
の
給
 

受
給
継
続
し
て
い
る
方

付
を
受
け
た
、
次
の
い
ず
 

は
、
七
月
中
に
更
新
の
手

れ
か
に
該
当
す
る
児
童
 

続
き
が
必
要
で
す
か
ら
健

①
 
母
子
及
び
宴
婦
福
祉
法
 

康
保
険
証
、
医
療
費
受
給

に
定
め
る
配
偶
者
の
な
い
 

資
格
証
、
印
鑑
を
持
参
し
 

女
子
が
扶
養
す
る
義
務
教
 

育
終
了
前
の
児
童
 

②
 
父
母
の
な
い
義
務
教
育
 

終
了
前
の
児
童
 

▽
申
請
手
続
き
 
新
し
く
申
 

て
く
だ
さ
い
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
福
祉

事
務
所
児
童
係

（
。⑩
二
一

一
一
番
 
内
線
二
四
三
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

2 寺間 

危険物取扱者試験 
レ試験の種類 

甲種危険物取扱者試験 

乙種危険物取扱者試験（全類） 

丙種危険物取扱者試験 

ン試験の日時 

①試験日 8 月25日（日） 

広報ごしょがわら 	 （第593号） ⑦ 昭和60年（1985年） 6 月15日 

国
勢
調
査
の
調
査
員
募
集
 

国
勢
調
査
は
、
十
月
一
日

現
在
で
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

ま
す
。
 

▽
応
募
資
格
 

①
 
年
令
二
十
五
歳
以
上
六

十
五
歳
未
満

（
男
女
は
間

い
ま
せ
ん
。
）
で
、
調
査
期

間
中
、
調
査
活
動
に
専
念

で
き
る
方
 

②
 
調
査
期
間
中
、
調
査
活

動
に
専
念
で
き
る
方
 

③
 
旧
市
内
や
松
島
町
、
若
 

葉
、
み
ど
り
町
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方
 

▽
応
募
締
切
 
七
月
十
五
日
 

（
月
）
 

▽
そ
の
他
 
調
査
報
酬
 
三

万
円

（
税
込
み
）
 

お
申
し
込
み
や
お
問
い
合

わ
せ
は
市
秘
書
企
画
課
統
計

調
査
係

（か
⑩
二
一

一
一
番

内
線
三
一
八
・
三
一
九
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

無料「法律相談所」お気軽にどうぞ 
ン担当弁護士 中林裕雄先生 

レ申し込み先 市民相談室（費③蛇11l番 内線281・ 

282番） 

相談中し込みは、電話でも受付けます。氏名と 

相談事項、電話番号をお知らせください。 

なお、先着10人で締切らせていただきます。 

交通事故をはじめ、土地、家屋の問題、金銭の貸

し借り、離婚、相続等と私達の暮らしにはいろいろ

な問題が起こります。法律 Eの問題は、早 [Iに専門

家の意見を聴き、的確な解決を図ることが大切です。 
レ日時 7 月13日（土） 午後 1時～ 3 時 
レ場所 市民課市民相談室 

~
 

料
 
昭
和
六
十
年
度
か

ら
、
市
税
の
督
促
手
数
料
が

一

数
 
通
に

つ
き
五
十
円
が
、
百
円
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。
 

手

正
 

た
だ
し
、
昭
和
互
ト
九
年
度
以
前

の
市
税
の
督
促
 

〈
ひ
 山
」
一手
数
斗
よ
、
）
走来
ど
お
り
五
十
り
で
す
。
 

＞試験地と試験場所 

J／願書の受付期問 

7 月10日から 7 月25日まで・（必着） 

レ願書の提出先 

但が肖防試験研究センター青森県支部 

(To37 青森市中央三丁目20番30号 

青森県消防会館内） 

願書用紙やお問い合わせは、五所川原消 

防本部予防課（胃（賓）4382番）へどうぞr 

試験種別 試 	験 	時 	間 

甲 種 午後 1時から 3 時30分まで 

乙 種 午後 1時から 3 時まで 

丙 種 午前10時から11時30分まで’ 

試験地 試 	験 	場 	所 

青森市 青森市篠田・県立青森工業高校 

弘前市 弘前市上互ケ町・東北女子短期大学 

八戸市 
八戸市江陽・県立八戸工業高校 

八戸市尻内町・県立八戸西高校 

・
8
5国
際
青
年
年
記
念

・
青
 

少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
 

日
本
在
住
の
ア

メ
リ
カ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
青
少
年
と
の

キ
ャ

ン
ブ
生
活
。
 富
士
山
を
バ
ッ
ク

に
し
た
大
自
然
の
中
で
、
言
葉

や
習
慣
の
違
い
を
越
え
て
強
い

き
ず
な
を
結
び
合
お
う
。
 

▽
対
象
 
小
学
校
四
年
生
ー

六

年
生
・
三
六
〇
人

（外
国
人

九
十
人
含
む
）
、中
・
高
校
生

一
八
〇
人

（
外
国
人
六
十
人

含
む
一
 

※
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
 

▽
場
所
静
岡
県
朝
霧
高

原
（
小

学
生
）
、山
梨
県
本
栖
湖

（
中
 

・

高
校
生
）
 

▽
期
間
と
参
加
費
 

朝
霧
高
原

八
月
四
日
、
八
日
 
五
日
間

二
万
九
千
円
ー
三
万
九
千
円
、
 

本
栖
湖
 
八
月
五
日
ー
八
日

四
日
間
 
三
万
二
千
円
ー
四

万
一
千
円

（
参
加費
は
、
日

本
小
型
自
動
車
振
興
会
の
事

業
補
助
を
受
け
て
お
り
、
各

出
発
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
七
月
五
日
 

（
金
）
 

▽
申
し
込
み
先
 
（
財
）
国
際
青

少
年
研
修
協
会

（
新
宿
区
四

谷
ニ
ー

一
一
大

村
ビ
ル
 
。
 

〇
三
ー
加
）八
四
二
一
番
）
へ
 

自
衛
隊
協
力
会
で
は
、
婦
人

の
立
場
か
ら
自
衛
隊
に
協
力
し
、
 

会
員
相
互
の
啓
発
と
親
睦
を
図

る
婦
人
部

（
や
わ
ら
ぎ
会
）
を

結
成
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

若
い
世
代
の
加
入
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
 

▽
会
費
 
年
二
千
円
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
六
月
三
十

日

（
日
）
 

▽
申
し
込
み
先
 
次
の
誰
で
も

結
構
で
す
。
 

中
山
嘩
子

（
大
町
 
。
B
一
一

二
一
一
番
）
、小
野
み
ね

（
鶴

ケ
岡
 
。
⑩
二
八
二
七
番
）
、
 

成
田
キ
ミ
ェ

（
敷
島
町
 
。
 

＠

一八
六
七
番
）
、笠
井
友
子
 

（
松
島
町
 
廿
⑩
五
七
五
七

番
）
、成
田
チ

ェ

（
新
町
 
。
 

⑩

一
〇
八
三
番
）
 



講 演 会 

レ日時 6月28日（金）午後 

1時～4時30分 

ン場所 青森市文化会館 

レテーマ 雪国の住まいとま 

ちづくり 

レ参加料 無料 

主催 青森県 

文化講演会 

レ日時 6月29日（土）午後 

2時 

〉場所 市中央公民館 

レ講師 柴田重男 

レ演題 津軽の源流を探る 

レ受講料 無料 

主催 津軽考古学会・北奥文 

化研究会 

     

短
 
歌
 

〈
津
軽
ァ
ス
ナ
ロ
短
歌
会
五
所
川
原
支
部
〉
 

溢
れ
ん
程
の
想
い
湧
き
来
よ
暮
れ
な
ず
む
野
は

一
望
の

菜
の
花
ざ
か
り
 
山

谷
 
久
子

ま
ろ
き
影
二

つ
落
と
し
て
幼
な
ら
は
舗
道
の
か
た
え
に

タ
ン
ポ
ポ
を
摘
む
 

原
田
 
栄
子

裏
庭
に
芽
出
し
そ
め
た
る
竹

の
子
を
孫
に
手
引
か
れ
来

て
数
え
い
る
 

三
上
き
よ
み

こ
と
ご
と
く
散
り
て
し
ま
い
し
桜
花
ほ
の
か
に
紅
き
芯

を
残
し
て
 

野
呂
 
富
枝

子
と
歩
む
小
公
園
の
タ
ま
ぐ
れ
湖
遠
く
花
あ
か
り
せ
り
 

蝦
名
 
麗
子
 

  

聴障者の参加による人形劇（デ 

フ・パペットシアター‘ひとみ 

公演） 
ちょんだらー うた 

  

「京太郎の唄」 

 

  

レ日時 7月7日（日） 

開場 午後1時30分 

レ場所 市民文化会館 

レ入場料 大人（前売券1,200円、 

当日券1,500円）小人（中学生 

以下 前売券800円、当日券 

1,000円） 

※前売券は、鶴常、小関、飛 

島の各書店にあります。 

お問い合わせは、市社会福祉 

協議会（廿⑧3494番）へどうぞ 

     

歴
史

の
道
（
下
北
の
道
）
め
ぐ

り
 

参

加
者
慕

佳
木
 

農業者年金 議t L ' 

農業者老齢年金は、農業者の老後の生活の安定と福祉の向上をねら
いとしたもので、経営移譲をしたかどうかにかかわりなく、65歳から
終身もらえる年金です。 

この年金をもらうには、65歳の誕生日を迎えたらすみやかに農協を
通じて、農業者年金基金に裁定請求書を提出することが必要です。 
D受給要件 65歳以上で、次のいずれかに該当する人がもらえます。 
① 経営移譲年金を現にもらっている人ゃ経営移譲年金の支給停止ま 

たは支払差止中の人 
② 経営移譲年金の受給権者ではないが、60歳まで農業者年金に加入

し、保険料を納めた期間等が一定期間以上である人 

農業者老齢年金支給額（年額） 

保険料 
納付済期間 年 金 額 保険料 

納付済期間 年 金 額 

5 	年 57,000円 10 	年 114,000円 
6 	年 68,400円 11 	年 125,300円 
7 	年 79,800円 12 	年 136,700円 
8 	年 91,200円 13 	年 148,100円 
9 	年 102,600円 14 	年 159,500円 

くわしいことは、市農業委員会事務局（丑国2111番 内線230番） 
または農協へどうぞ。 

▽
日
時
 
六
月
三
十
日

（
日
）
 

午
前
八
時
二
十
分
ー
午

後
七
時

三
十
分
 

▽
コ
ー
ス
 
板
柳
ー
鶴
田
ー
五

所
川
原
ー
今
泉
、
蟹
田
ー
フ
エ

リ
ー
ー
脇
野
沢
ー
猿
山

ー
恐
山
 

ー
石
油
基
地
ー
板
柳
ー
五
所
川

原
 

▽
集
合
時
間
・
場
所
 
午
前
八

時
二
十
分
 
中
三
デ

パ
ー
ト
前
 

（
市
内
本
町
）
 

▽
参
加
費
 
一
人

五
千
円

（
見

学
料
、
昼
食
、
タ
食
、
バ
ス
代

含
む
。）
 

緑
の
オ
ー
ナ
ー
 

募
集
 

緑
の
オ
ー
ナ

ー
（
分
収
育
林
）
 

は
、
皆
様
と
国
と
の
間
で
、
植

え
て
か
ら
二
十
ー
三
十
年
経
過

し
た
ス
ギ
の
人
工
林
に
つ
い
て
、
 

共
同
で
育
て
る
契
約
を
結
ぶ
も

の
で
す
。
 

希
望
す
る
方

は
、
 一
ロ
当
た

り
五
十
万
円
を
負
担
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
森
林
の
共
有
者
と

な
り
、
契
約
で
定
め
ら
れ
た
時

期
に
、
立
木
を
販
売
し
て
そ
の

収
益
の
分
配
を
受
け
ま
す
。
 

▽
募
集
期
間
 
六
月
中
旬
ー
七

月
末
日
 

詳
し
く
は
、
 
金
木
営
林

署
 

（
。
讐
ニ
一
一
五
番
）
へ
どう
ぞ
。
 
 ▽

申
し
込
み
締
切
 
六
月
二
1
 

六
日
（
水

）
 

▽
申
し
込
み
先
 
県
歴
史
の
道

整
備
促
進
協
議
会
事
務
局
（
青

森
市
大
字
松
森
字

佃
。
〇
一
七

七
ー
⑩

一
〇
六
四
番
）
 

▽
受
付
時
間
 
午
前
八
時
三
十

分
ー
午
後
四
時

（
日
曜
日
は
受

付
し
ま
せ
ん
。）
 

▽
そ
の
他
 
参
加
費
は
、
当
日

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
参
加
者
が

三
十
八
名
以
下
の
場
合
は
中
止

い
た
し
ま
す
。
 

登
記

印
紙

の
お

知
ら

せ
 

七
月
一
日
か
ら
、
発
記
簿
の

謄
本
・
抄
本
・
閲
覧
・
証
明
等

の
手
数
料
は
、
登
記
印
紙
（
現

在
は
収
入
印
紙
）
で
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（売

買
・
贈
与

・
相
続
等
の
登

録
免

許
税
は
現
行
ど
お
り
収
入
印
紙

で
す
。
）
 

こ
の
登
記
印
紙
は

、
法
務
局

最
寄
り
の
郵
便
局
や
印
紙
売
捌

所
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
七
月
一
日
か
ら
手
数

料
が
、
謄
本
・
抄
本
は
四
百
円
、
 

閲
覧
‘
証
明
は

二
〇
〇
円
と
な

り
ま
す
。
 

（
青
森
地
方
法
務
局
）
 

婦
人
ス
ポ

ー
ツ
の
 

集
い

参

加
者
募

集
 

▽
参
加
対
象
 

市
内
在
住
の
ご
婦
人
、
三
＋

人
 

▽
演
技
発
表
 
十
月
六
日

県
総
合
運
動
公
園
 

▽
練
習
期
間
 
七
月
か
ら
十

月
ま
で
 

▽
申
し
込
み
締
切
 
六
月
一
一

十
九
日
 

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
廿
⑩
二
一
一
一

番
 
内
線
二
五
〇
番
）
へ
ど
う

ぞ
。
 

特
別
講

習
（
み
な
し
講
習
）
 

▽
日
時
 
七
月
二
十
六
日

（
金
）
 

午
後
七
時
 

▽
場
所
 
市
中
央
公
民
館
 

▽
対
象
者
 
八
月
一
日
か
ら
来

年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
更
新
す
る
人
。
た
だ
し
、
 

優
良
運
転
者
（
二
回
目
以
後

の
更
新
者
で
、
更
新
時
に
過

去
三
年
間
無
事
故

‘
無
違
反

者
）
を
除
き
ま
す
が
、
希
望

者
は
受
講

で
き
ま
す
。
 

▽
申
し
込
み
方
法
 
申
し
込
み

書

（
安
協
窓
口
ま
た
は
安
協

の
各
支
部
役
員
に
準
備
）
に

記
入
し
、
安
協
窓
口
へ
提
出

▽
申
し
込
み
締
切
 
七
月
十
日

詳
し
く
は
、
五
所
川
原
交
通

安
全
協
会

（
廿
⑨
五
六
五
〇
番
 

）
へ
ど
う
ぞ
0
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